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危機管理とは何か



そもそも危機（crisis)を
管理(management)
することができるのか？

危機を予知、コントロール
することはできないが、
起こった危機に敢然と対応し
損害を最小限にする努力を行う
ことであり、そのための準備をする
ことである。

⇒ 危機管理
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危機をイメージできるか？



地 震



地震の震度と被害状況

震度６強

震度７



阪神淡路大震災(平成７年１月)

死者 6，434人、全半壊約1５万９，000棟



新潟県中越地震(平成１６年１０月)

死者68人、家屋の全半壊およそ1万7千棟



岩手宮城内陸地震(平成２０年６月)



熊本地震（平成２８年４月）

死者64名、重軽傷者1,816名、家屋被害（全半壊）34,669棟



北海道胆振東部地震（平成30年9月）

死者41名、家屋被害10,368棟、大規模停電



熊本地震

布田川断層の地震発生確率： ３０年以内に、ほぼ０％～０．９％

阪神淡路大震災

当時の地震発生確率： ３０年以内に、０．０２～８％

東日本大震災

当時の地震発生確率： ３０年以内に、９９％

北上低地西縁断層帯

地震発生確率： 30年以内に、ほぼ０％

大阪北部地震
有馬・高槻断層帯の地震発生確率： ３０年以内に、ほぼ０～０．０２％

北海道胆振東部地震
石狩低地東縁断層帯の地震発生確率： 30年以内に、ほぼ０～０．０２％

地震調査研究推進本部の評価より



東日本大震災
（２０１１年３月１１日午後２時４６分）



なぜ多くの人が津波の
犠牲になったのか？



今回の浸水地域

鵜住居防災センター



平成２３年 東日本大震災津波の場合

平成２３年３月１１日１４時４６分、三陸沖でＭ９．０の地震が発生し、１４
時４９分に大津波警報が発令されたが、岩手県では約６０００人の死者・
行方不明者と約２４０００棟の家屋が流失し、甚大な被害を受けた。

【震災後に釜石市で実施した住民アンケートの結果の概要（抜粋）】

揺れの大きさから 各種情報取得してから

津波が来ると思った 約５６％

避難の必要性を感じた 約６８％

津波が来ると思った 約６０％

避難の必要性を感じた 約６２％

約４０％の人は地震の激しい揺れを感じ、津波に関する
各種情報を得たとしても、すぐには避難していない。



避難行動の心理的メカニズム

危険を察知

逃げなければ

逃げる

逃げない自分がいる

認知的不協和

自分を正当化する理由を探す

「前に避難勧告が出たときも大丈夫だった」
「防潮堤があるから大丈夫」
「隣の人も逃げていない」
「引き潮がない」
「自宅は高台にあるから大丈夫だ」等

【正常化の偏見】
地
震
発
生

異常を認知しても正常と解釈しようとする傾向
自分にとって都合の悪い情報を無視したり
過小評価する特性

激しい揺れ
避難指示・勧告

マスメディア

意志決定

不安や恐怖が強いほど
避難率が高い



石巻市大川小学校の悲劇

裏山に避難し
ていれば助
かったかも

児童７４人、教員１０人が死亡行方不明



最初の避難場所
から逃げる生徒

最終的に避
難した場所

２回目の避難場所から
逃げる生徒

防災教育の成果（釜石東中学校）

凡例

：津波の
浸水地域

：避難経路

恋の峠

ディサービスホーム

ございしょの里

鵜住居小



大雨・洪水・土砂災害



1時間雨量５０～８０mmの雨が

数時間降り続いたらどのように
なるかイメージできますか？

自分の住む地域の災害リスクを知る



河
川

１０００ｍ

１０００ｍ

５０mm
１０００ｍ 10m

？m

１時間に５０mmの雨量とは？

平地



平成26年８月 広島土砂災害

死者７４人（過去３０年間で最大）、重軽傷者４４人



台風10号（平成28年8月）

死者24名、行方不明1名



8 月29 日0 時から8 月31 日12 時までの総降水
量（単位：mm）

降水量分布図

岩泉町における降水状況

8月1ヶ月の平均降水量は１５７．４mm

５０mm（極値）

３６時間で１ヶ月分の１．５倍の
降水量

２４８．０



中日新聞より

佐賀新聞より

読売新聞より

毎日新聞より時事通信社より

平成29年7月 九州北部豪雨

死者4１名 家屋被害 全・半壊1，432棟 一部損壊44棟



朝倉
（朝倉市）
586.0mm

日田
（日田市）
402.5mm

アメダス総降水量の分布図（７月５日～６日） アメダス降水量の時系列図（７月５日～６日）

7月の月降水量平均値：354.1mm

7月の月降水量平均値：333.4mm



岡山県真備町 （時事通信社より） 広島県竹原市HPより

広島県呉市（日本経済新聞社より）岡山県真備町（朝日新聞より）

平成30年7月豪雨（西日本豪雨）



死者221名、行方不明9名

岡山県真備町の死者は５１名

６５歳以上の死者は４５名
全体の88.2％



雨の降り方の違い



矢巾町紫波町

盛岡市

雫石町

平成25年8月9日秋田県・岩手県豪雨

紫波町 廿木地区（外水氾濫） 紫波町 日詰地区（内水氾濫）

御所ダム

北上川・雫石川・中津川合流部
見前地区



日最大1時間降水量が雫石で78.0ミリ(9日12:02)、紫波で71.0ミリ(9日10:44)、大迫で63.5
ミリ(9日11:24)を観測。
日降水量は、雫石で264.0ミリ、紫波で211.0ミリ(いずれも9日)を観測し、盛岡地域、花北
地域を中心に200ミリを超える大雨。
雫石と紫波では、平年の8月の月降水量平年値を超える記録的な豪雨

平成２５年８月９日の豪雨



自分たちの住む地域で、どのくらいの雨が降ったらどんな
被害が発生するかを調べておこう。

⇒過去の１時間最大雨量は？２４時間最大雨量は？
その月の平均降水量は？

どこでどんな被害があったか？
内水氾濫？ 外水氾濫？ 土砂災害？

（例）：紫波町の極値（最大値）
1時間降水量：９５．５mm

24時間降水量：２２０．０mm
月平均降水量（7月）：１７３．３mm

盛岡市の極値（最大値）
1時間降水量：６２．７mm

24時間降水量：２０２．０mm
月平均降水量（7月）：１８５．５mm



岩手県の場合

1時間雨量 ⇒ ５０ｍｍ～７０ｍｍ
3時間雨量 ⇒ １３０ｍｍ以上
24時間雨量⇒ ２００ｍｍ以上

大雨による被害が必ず起きると思って準備する！

それぞれが、今後予想される状況を先読みし
（予測し）、避難行動の基準（避難スイッチ）を

決めておくこと

（その月の月平均降水量を越えたら危険）



情報を得たとして、具体的にど
のように行動すれば良いのか？



◆ 危険箇所（リスク）を事前に把握

◆ 自力で雨量観測

◆ 避難の注意点

ハザードマップなどで、自宅のある場所が豪雨・土砂災害の危険性があるかどうか事
前に知っておくこと。

１時間雨量３０ミリ～５０ミリ未満でバケツをひっくり返したような激しい雨となり、がけ
崩れなどが起きやすい。（雨量の目安）土砂災害は必ず前兆がある

避難のタイミング（避難スイッチ）の判断は？
⇒ 夜に大雨が予想されるときは、夕方のうちに「予防的避難」を
⇒ 空振りで良かったね、という意識を持つこと

どこに避難するか？
⇒ 近くの避難所が豪雨・土砂災害に大丈夫か事前に確認

外に出られない場合はどうするか？
⇒ 家の中の２階で崖から離れた部屋へ避難

豪雨・土砂災害から身を守るには

http://www.asahi.com/topics/word/%E6%BF%80%E3%81%97%E3%81%84%E9%9B%A8.html


避難所への避難が困難な場合

水平避難と垂直避難

・水平避難が原則
・空振り覚悟で、早めの避難が何よりも重要
・遅れると避難すること自体が危険になる
・避難が遅れたら安全な高い建物に避難



正常化の偏見をなくすには

行動のパッケージ化

認知 判断 行動

迅速な 適切な 正確な

１．普段は経験しない危機的場面について「この状況の時はこうする」と
いう事前行動計画を作り、訓練を通して徹底させる
⇒地震の時は「シェークアウト」（約束動作）
⇒大雨の時は「避難スイッチ」(避難行動を開始する基準)を決めておく

２．普段は経験しない場面においては「認知⇒判断⇒行動」に時間がかか
るために、認知から行動に至るまでの過程をパッケージ化する



身を守る（シェイクアウト）

「シェイクアウト」パンフレットより

地震も弾道ミサイル対応も基本は同じ



効果的な危機対応を行うには

危機を知り、イメージアップし

事前にその対処法を準備して

その実践に向けて訓練を行うこと

どのような危機（災害）が想定され、どのような事態になるのか
そのイメージがないと対応はできない

危機（災害）に対応できる計画、組織、体制、マニュアル等を整える

計画、組織、体制、マニュアル等が機能するためには、
訓練しかない

【備えあれば憂いなし】


